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   第 ４ 回  熊本県議会  厚生常任委員会会議記録 

 

令和４年９月29日(木曜日) 

            午前10時０分開議 

            午前11時２分休憩 

            午前11時７分開議 

            午前11時38分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議案第１号 令和４年度熊本県一般会計補

  正予算(第６号) 

議案第３号 専決処分の報告及び承認につ

  いてのうち 

 議案第６号 熊本県高齢者、障害者等の自

立と社会的活動への参加の促進に関す

る条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

議案第７号 熊本県児童福祉施設の設備及

び運営の基準に関する条例の一部を改正

する条例の制定について 

議案第８号 熊本県指定通所支援の事業等

の人員、設備及び運営の基準等に関する

条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

議案第９号 熊本県指定障害福祉サービス

の事業等の人員、設備及び運営の基準等

に関する条例等の一部を改正する条例の

一部を改正する条例の制定について 

議案第10号 熊本県児童福祉施設の設備及

び運営の基準に関する条例等の一部を改

正する条例の一部を改正する条例の制定

について 

 報告第８号 一般財団法人熊本さわやか長

寿財団の経営状況を説明する書類の提

出について 

報告第９号 公益財団法人熊本県総合保健

センターの経営状況を説明する書類の提

出について 

報告第10号 公益財団法人熊本県移植医療

推進財団の経営状況を説明する書類の提

出について 

報告第11号 公益財団法人熊本県生活衛生

営業指導センターの経営状況を説明する

書類の提出について 

閉会中の継続審査事件(所管事務調査)につ

いて 

――――――――――――――― 

出 席 委 員(８人) 

        委 員 長 岩 本 浩 治 

        副委員長 南 部 隼 平 

        委  員 藤 川 隆 夫 

        委  員 内 野 幸 喜 

委  員 髙 木 健 次 

        委  員 前 田 憲 秀 

        委  員 松 村 秀 逸 

        委  員 山 本 伸 裕 

欠 席 委 員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

健康福祉部 

部 長 沼 川 敦 彦 

政策審議監 三 牧 芳 浩 

医 監 池 田 洋一郎 

長寿社会局長 柴 田 英 伸 

子ども・ 

障がい福祉局長 木 山 晋 介 

健康局長 下 山   薫 

健康福祉政策課長 井 藤 和 哉 

健康危機管理課長 椎 場 泰 三 

高齢者支援課長 下 村 正 宣 

認知症対策・         

地域ケア推進課長 本 田 敦 美 

社会福祉課長 原 田 義 隆 

子ども未来課長 木 村 和 子 

子ども家庭福祉課長 岩 村 聡 子 

首席審議員         

兼障がい者支援課長 米 澤 祐 介 
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医療政策課長 阿 南 周 造 

  国保・高齢者医療課長 池 永 淳 一 

健康づくり推進課長 岡   順 子 

首席審議員         

兼薬務衛生課長 樋 口 義 則 

病院局 

病院事業管理者 渡 辺 克 淑 

総務経営課長 川 上 竜 也 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

       議事課主幹 泗 水 靖 希 

   政務調査課主幹 植 田 晃 史 

――――――――――――――― 

  午前10時０分開議 

○岩本浩治委員長 それでは、ただいまから

第４回厚生常任委員会を開会いたします。 

本日は、新型コロナウイルス感染症対策と

しまして、３密を防ぐため、次第に記載のと

おり、執行部を２つのグループに分けて、そ

れぞれのグループごとに執行部の説明及び質

疑を行い、全ての質疑応答が終了した後に、

一括して採決を行うことといたします。 

 また、本日の委員会はインターネットで中

継しておりますので、委員並びに執行部にお

かれましては、発言内容が聞き取りやすいよ

うに、マイクに向かって明瞭に発言をいただ

きますようお願いいたします。 

 それでは、本委員会に付託された議案等を

議題とし、これについて審査を行います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のまま簡潔に行ってくださ

い。 

 初めに、健康福祉部長から総括説明をお願

いします。 

 沼川健康福祉部長。 

 

○沼川健康福祉部長 それでは、議案の説明

に先立ちまして、新型コロナウイルス感染症

への対応について御説明申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染症の第７波は、感

染力の強いＢＡ.５系統への置き換わりの影

響で、全国で爆発的に感染が拡大しました。

本県におきましても、ピーク時に一日の新規

感染者数が5,000人を超えるなど、これまで

にない感染拡大となりましたが、８月下旬以

降は減少傾向が継続しており、病床使用率も

低下傾向にあります。 

 このような中、国においては、オミクロン

株の特性を踏まえ、９月８日の政府対策本部

会議において、高齢者など重症化リスクの高

い方に対する適切な医療提供を中心とする考

え方に転換し、新型コロナへの対応と社会経

済活動をより強固なものとしたウィズコロナ

に向けた新たな段階に移行する方針を示しま

した。 

 このため、本県においても、国の方針を踏

まえ、先週22日の新型コロナウイルス感染症

対策本部会議において、高齢者など重症化リ

スクの高い方を中心に保健、医療を重点化す

ることとし、今週26日からは、発生届の対象

を65歳以上の方や入院を要する方など重症化

リスクの高い方に限定した全数届出の見直し

を行いました。 

 これに併せて、発生届の対象外となる方に

ついても、急変時等に確実に必要なサービス

につなぎ、速やかに安心して療養できるよ

う、フォローアップ体制を整備したところで

す。 

 さらに、オミクロン株対応のワクチン接種

についても、市町村における接種は、今週26

日から順次開始されており、県では、これを

補完するため、10月12日に県民広域接種セン

ターを開設することとしております。 

 ウィズコロナに向け、感染拡大防止と社会

経済活動のベストバランスをより一層求めて

いくため、引き続き、感染対策に取り組むと

ともに、ワクチン接種の促進を図ってまいり

ます。 

 続きまして、本議会に提案しております健

康福祉部関係の議案の概要について御説明申
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し上げます。 

 今回提出しておりますのは、予算関係２議

案、条例関係５議案、報告４件でございま

す。 

 まず、予算関係ですが、議案第１号、令和

４年度熊本県一般会計補正予算では、新型コ

ロナ対応分として、高齢者施設等の従事者に

対するクラスター発生防止のための集中検査

や軽症者等が宿泊療養を行うために必要な宿

泊施設の運営等に要する経費など総額62億8,

000万円余の増額、通常分として、特定妊婦

等への居場所の提供等に要する経費など１億

2,000万円余の増額で、総額64億1,000万円余

の増額をお願いしております。 

 また、議案第３号、専決処分の報告及び承

認についてでは、新型コロナ対応分として、

患者等を受け入れる医療機関の設備整備に対

する助成に要する経費など総額33億円余を増

額する専決処分を行っており、今回その承認

をお願いするものです。 

 次に、条例等関係につきましては、議案第

６号、熊本県高齢者、障害者等の自立と社会

的活動への参加の促進に関する条例の一部を

改正する条例の制定について外４議案を提案

しております。 

 また、報告関係につきましては、報告第８

号、一般財団法人熊本さわやか長寿財団の経

営状況を説明する書類の提出について外３件

を御報告させていただきます。 

 以上が今回提案しております議案の概要で

す。詳細につきましては、関係各課長が説明

いたしますので、よろしくお願い申し上げま

す。 

 

○岩本浩治委員長 引き続き、前半グループ

の健康福祉部６課の議案について、執行部か

ら説明をお願いします。 

 それでは、議案第１号から説明をお願いし

ます。 

 

○井藤健康福祉政策課長 健康福祉政策課で

ございます。 

 厚生常任委員会説明資料２ページをお願い

いたします。 

 令和４年度９月補正予算関係について御説

明申し上げます。 

 災害救助費として、625万円の増額をお願

いしております。 

これは、右側の説明欄にありますように、

国庫支出金返納金ということで、市町村によ

る災害弔慰金支給事業の確定に伴う国への返

納金でございます。 

 健康福祉政策課からは以上でございます。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○椎場健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 令和４年度９月補正予算関係について御説

明を申し上げます。 

 説明資料の３ページをお願いします。 

 予防費でございますが、13億7,355万円余

の増額補正をお願いしております。 

 説明欄を御覧ください。 

 １の感染症予防費でございますが、13億

7,178万円余の増額補正をお願いしておりま

す。 

 まず、(1)の保環研検査関連機器整備事業

でございます。 

これは、保健環境科学研究所で使用する検

査機器購入に要する経費でございます。 

新型コロナウイルスの検査に使用する検査

機器で老朽化している機器の更新等を行うも

のでございます。 

 次に、(2)新型コロナウイルス感染症保健

所機能強化事業でございます。 

これは、保健所が行う感染症対策に要する

経費でございます。 

 具体的には、県保健所における電話、ショ

ートメールサービスなどに係る通信費、患者

搬送車両のリース期間の延長に伴う賃借料、
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熊本市の保健所が実施する対策実施に伴う補

助金などの増額をお願いしております。 

 続きまして、次に、(3)の新型コロナウイ

ルス感染症医療・検査等体制整備事業でござ

います。 

これは、新型コロナウイルス検査のうち、

保険適用検査の公費負担に関する経費の増額

でございます。 

 続きまして、説明欄２の感染症発生動向調

査費でございます。177万円の増額補正をお

願いしております。 

 感染症発生動向調査事業でございます。 

これは、感染症のサーベイランスシステム

の更改に伴う保健所支援に要する経費を計上

しております。 

 今回、国において、新型コロナウイルス感

染症以外の感染症の発生動向等を報告するシ

ステムであります感染症サーベイランスシス

テムの更改が行われる予定になっておりま

す。 

現行システムでは、医療機関が発生届をフ

ァクスにより保健所に提出し、システムへの

入力は保健所で行っておりますが、新システ

ムでは、医療機関がオンライン入力で保健所

に報告する仕組みとなります。そのため、シ

ステム利用に係る準備に対応するため、会計

年度任用職員の人件費などを計上しておりま

す。 

 健康危機管理課は以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いします。 

 

○下村高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

 資料の４ページをお願いいたします。 

 ９月補正予算について御説明いたします。 

 新型コロナ対応分としまして、老人福祉費

で23億8,100万円余の増額補正をお願いして

おります。 

 説明欄の高齢者施設等におけるクラスター

発生防止対策事業は、現在、高齢者施設や保

育所等の従事者に対して実施しております集

中的検査につきまして、引き続き、今年度下

半期においても継続実施するための経費でご

ざいます。 

 高齢者支援課は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○木村子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 

 資料５ページをお願いいたします。 

 児童福祉施設費につきまして、5,190万円

余の増額補正をお願いしています。 

 右側説明欄を御覧ください。 

 市町村保育施設運営費補助は、国の経済対

策を活用し、保育所等が感染症対策として、

蛇口に触らなくても水が出る非接触型の蛇口

を設置するなど、小規模な改修整備を実施

し、市町村が補助を行う場合に県が助成する

もので、今回77施設分をお願いしておりま

す。 

 子ども未来課は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○岩村子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課でございます。 

 説明資料は６ページをお願いいたします。 

 児童福祉総務費の2,652万円余の増額につ

いてでございますけれども、説明欄の子育て

家庭支援事業におきまして、母子保健と児童

福祉の相談機関の一体的な整備を行う市町村

への助成につきまして増額をお願いするとと

もに、出産前後に支援が必要な特定妊婦等に

対し居場所の提供などを行う事業者に対する

助成事業につきまして新たに取り組むもので

ございます。 

 続きまして、児童措置費につきまして、

203万円余の増額をお願いしております。 

 説明欄に記載の看護・福祉職員処遇改善推

進事業でございますが、コロナ禍における児

童養護施設等の職員の処遇改善のための措置
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について、児童養護施設等による職員の採用

に伴う増額をお願いするものでございます。 

 子ども家庭福祉課は以上でございます。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○米澤障がい者支援課長 障がい者支援課で

ございます。 

 説明資料の７ページをお願いいたします。 

 補正予算の内容について御説明させていた

だきます。 

 まず、障害者福祉費でございますけれど

も、３件、9,541万円余の補正をお願いして

おります。 

 説明欄１の(1)の全国障害者スポーツ大会

派遣事業でございますけれども、これは、10

月に栃木県で開催されます全国障害者スポー

ツ大会に派遣する県選手団のＰＣＲ検査に要

する経費でございます。 

 次に、(2)の在宅障がい児・者実態調査で

ございますが、これは、国が５年に１度実施

している在宅障害児・者や難病等により日常

生活のしづらさが生じている方の生活実態及

び支援ニーズを把握することを目的とした実

態調査に要する経費でございます。 

 次に、２の障がい者福祉施設整備費でござ

いますが、これは、社会福祉法人等が行う障

害者福祉施設の整備費に対する助成につい

て、国の内示増に伴い増額をお願いするもの

でございます。 

 次に、下段の児童福祉施設費でございます

けれども、2,273万円余の補正をお願いして

おります。 

これは、説明欄１のこども総合療育センタ

ー管理運営費として、こども総合療育センタ

ーにおける感染防止対策として医療機器の滅

菌装置の購入等に要する経費でございます。 

 １枚おめくりいただきまして、８ページを

お願いいたします。 

 次に、精神保健費で89万円余の補正をお願

いしております。 

 説明欄１、精神保健福祉センター維持補修

費でございますが、これは、マイナンバーカ

ードを活用したオンライン資格確認に係るシ

ステム導入に要する経費でございます。 

 システム導入については、国から、公立病

院に加えまして、公立診療所における積極的

な導入について協力要請が来ておりまして、

これまで県では、こども総合療育センター、

こころの医療センターで導入済みでございま

す。これに続きまして、今回精神保健福祉セ

ンターでの導入を行うものでございます。 

 以上、９月補正予算として、通常分9,430

万円余、新型コロナウイルス対策関係として

2,473万円余、合計１億1,904万円余の増額を

お願いするものでございます。 

 障がい者支援課の説明は以上でございま

す。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

○岩本浩治委員長 次に、議案第３号の説明

をお願いします。 

 

○椎場健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 令和４年８月２日付専決処分に係る補正予

算について御説明を申し上げます。 

 説明資料の13ページをお願いいたします。 

 予防費でございますが、10億6,490万円余

の専決処分をさせていただいております。 

 右側、説明欄を御覧いただきたいと思いま

す。 

 新型コロナウイルス感染症保健所機能強化

事業でございます。 

これは、保健所の機能強化及び自宅療養者

の支援体制強化に要する経費でございます。 

 具体的には、本庁及び保健所の新型コロナ

業務への人材派遣の受入れ、それから陽性者

の健康観察を行う熊本県療養支援センターの

体制強化、それから夜間における自宅療養者

の体調急変時の電話相談窓口の設置に関する
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経費でございます。 

 夜間の電話相談窓口につきましては８月29

日から、それから療養支援センターの機能強

化につきましては９月１日から実施しており

ます。それから、人材派遣の受入れにつきま

しても今準備を進めておりまして、来週から

順次人材派遣を受け入れるということで進め

ております。 

 健康危機管理課は以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いします。 

 

○下村高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

 資料の14ページをお願いいたします。 

 ８月専決予算について御説明申し上げま

す。 

 新型コロナ対応分として、老人福祉費で

4,500万円余の増額補正を行わせていただい

ております。 

 説明欄の介護サービス事業所等におけるサ

ービス継続支援事業は、感染者が発生した高

齢者施設に対して、看護師や介護職員から成

る業務継続支援チームを派遣するための経費

でございます。 

 高齢者支援課は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○岩本浩治委員長 次に、議案第６号の説明

をお願いします。 

 

○井藤健康福祉政策課長 健康福祉政策課で

ございます。 

 説明資料16ページをお願いします。 

 16ページ、議案第６号、熊本県高齢者、障

害者等の自立と社会的活動への参加の促進に

関する条例、いわゆるやさしいまちづくり条

例の一部を改正するものでございます。 

 内容につきましては、17ページの概要で説

明をさせていただきます。 

 まず、１の条例改正の趣旨ですが、国の規

則改正に伴い、関係規定を整理するものでご

ざいます。 

 次に、その内容ですが、規則の改正によ

り、劇場等の客席、これが県の条例上の位置

づけから国の規則上の位置づけに変わったた

め、今回、条例から客席を削除するものでご

ざいます。 

 なお、客席のバリアフリー運用上の取扱い

は、これまでと同様で、特に変更が生じるも

のではございません。 

 また、施行期日は、公布の日としておりま

す。 

 健康福祉政策課からは以上でございます。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○木村子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 

 説明資料18ページをお願いします。 

 議案第７号、熊本県児童福祉施設の設備及

び運営の基準に関する条例の一部を改正する

条例の制定についてでございます。 

 19ページの条例案の概要にて御説明をいた

します。 

 難聴も含む身体障害、知的障害または精神

に障害を持つ未就学の子供に対する通所型の

訓練施設である福祉型児童発達支援センター

において、看護師以外で、医療的ケアのうち

のたんの吸引などを実施できる介護福祉士等

に係る規定において、引用する社会福祉士及

び介護福祉士法の一部改正に伴う引用規定の

条ずれを改正するものでございます。 

 施行期日は、公布日となっております。 

 子ども未来課は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

 

○岩本浩治委員長 次に、議案第８号の説明

をお願いします。 

 

○米澤障がい者支援課長 障がい者支援課で

ございます。 
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 説明資料の20ページをお願いいたします。 

 議案第８号、熊本県指定通所支援の事業等

の人員、設備及び運営の基準等に関する条例

の一部を改正する条例についてでございま

す。 

 説明につきましては、次の21ページの条例

案の概要により御説明させていただきます。 

 今回の条例改正の趣旨でございますけれど

も、今ほど子ども未来課長から御説明があっ

た内容と同様の改正契機によるものでござい

ます。 

 条例改正の趣旨について改めて御説明させ

ていただきますと、社会福祉士及び介護福祉

士法の一部改正法の施行に伴い、指定児童発

達支援事業所及び指定放課後等デイサービス

事業所において、医療的ケアを行う場合の人

員配置基準に引用しております規定に条ずれ

が生じたため、関係条例の規定の整理をお願

いするものでございます。 

 施行期日は、公布の日を予定しておりま

す。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○岩本浩治委員長 次に、議案第９号の説明

をお願いします。 

 

○米澤障がい者支援課長 障がい者支援課で

ございます。 

 説明資料の22ページをお願いいたします。 

 議案第９号の熊本県指定障害福祉サービス

の事業等の人員、設備及び運営の基準等に関

する条例等の一部を改正する条例の一部を改

正する条例についてでございます。 

 説明につきましては、次の23ページの条例

案の概要により御説明させていただきますの

で、そちらを御覧ください。 

 今回の条例改正の趣旨でございますけれど

も、厚生労働省令の一部改正に伴い、規定を

整備するものでございます。 

 ２の内容を御覧ください。 

 少し複雑でございますけれども、今回の改

正は、平成30年に改正しました平成30年の条

例第19号、名称は、熊本県指定障害福祉サー

ビスの事業等の人員、設備及び運営の基準等

に関する条例等の一部を改正する条例、これ

に含まれます条例の一部を改正するものでご

ざいます。 

 具体的には、対象となる条例といたしまし

ては、熊本県指定障害者支援施設の人員、設

備及び運営の基準等に関する条例の一部を改

正する条例というものでございます。 

 改正内容といたしましては、障害児が18歳

になりまして、障害児の入所施設から障害者

の入所施設へ移行することが通常でございま

すけれども、何らかの事情で移行が困難な場

合に、福祉型の障害児入所施設の基準を満た

していれば、その施設を障害者の支援施設と

みなす、こういった特例期限があるわけでご

ざいますけれども、この期限を、令和４年の

３月31日から令和６年の３月31日まで、国の

省令改正に伴いまして延長するものでござい

ます。 

 施行期日は、公布の日を予定しておりま

す。 

 御審議のほどよろしくお願いします。 

 

○岩本浩治委員長 次に、議案第10号の説明

をお願いします。 

 

○米澤障がい者支援課長 障がい者支援課で

ございます。 

 続きまして、議案第10号の御説明をさせて

いただきます。 

 説明資料の24ページ、25ページをお願いい

たします。 

 議案第10号、名称につきましては省略させ

ていただきますけれども、説明につきまして

は、25ページの条例案の概要により御説明さ

せていただきます。 

 こちらの改正につきましては、先ほど説明
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しました議案第９号の議案と関連するもので

ございます。 

 改正の趣旨は、先ほどと同様、厚生労働省

令の一部改正に伴うものでございます。 

 こちらの議案第10号のほうは、平成30年に

改正しました条例第20号、具体的には、熊本

県児童福祉施設の設備及び運営の基準に関す

る条例等の一部を改正する条例、この条例に

含まれております条例の一部を改正するもの

でございます。 

 具体的には、対象となる条例は、２の(1)

にございます熊本県指定障害児入所施設等の

人員、設備及び運営の基準等に関する条例の

一部を改正する条例、こちらでございます。 

 改正内容といたしましては、障害者支援施

設の基準を満たしていれば、当該施設を障害

児の入所施設とみなす、こういった特例期限

があるわけでございますけれども、その特例

期限を令和４年３月31日から令和６年３月31

日まで延長させていただくものでございま

す。 

 施行期日は、先ほどと同様、公布の日を予

定しております。 

 障がい者支援課の説明は以上でございま

す。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 

○岩本浩治委員長 最後でございますが、報

告第８号の説明をお願いします。 

 

○下村高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

 資料の26ページをお願いいたします。 

 報告事項につきまして御説明させていただ

きます。 

 報告第８号、一般財団法人熊本さわやか長

寿財団の経営状況を説明する資料の提出につ

いてでございます。 

 説明は、27ページのほうで説明させていた

だきます。 

 まず、１の財団の概要でございますが、設

立年月日は、平成３年11月１日でして、設立

目的としましては、高齢者の生きがいや健康

づくりに関する事業を行い、もって長寿を喜

べる社会の実現に寄与することを目的として

おります。 

 主な出捐者は、県、市町村、民間企業でご

ざいます。 

 次に、２の令和３年度の事業報告でござい

ますが、主な事業をここに３つ挙げておりま

す。 

 (1)の熊本さわやか大学校の開校につきま

しては、高齢者の生きがい再発見やリーダー

育成を目的として、熊本市と八代市で開講し

ていまして、昨年度は、２か所合計で62人が

受講されております。 

 (2)のシルバー作品展は、高齢者の文化活

動面の促進を目的として開催していまして、

昨年度は、235点の作品の出展があっている

ところです。 

 (3)の高齢者への就労支援事業につきまし

ては、県総合福祉センターや各地域振興局に

設置した合計11か所の無料職業紹介所におい

て、ハローワークなどと連携しながら、高齢

者への職業相談や職業紹介などを行っていま

して、昨年度は、281人の就職につながって

おります。 

 次に、３の令和３年度の決算についてです

が、経常収益は4,774万円余、経常費用は

4,782万円余で、当期の経常増減額は８万円

余のマイナスとなっておりますが、経営への

影響はございません。 

 次に、４の令和４年度の事業計画でござい

ますが、昨年度と同様の事業を予定しており

ます。 

 最後に、今年度の予算でございますが、経

常収益、経常費用とも6,035万円余を計上し

ていまして、収支の均衡を図ることとしてお

ります。 

 今後とも、当該法人の予算執行に当たりま
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しては、より一層効率的な執行と適切な運営

が図られるよう指導助言に努めてまいりま

す。 

 高齢者支援課の報告は以上でございます。

よろしくお願いいたします。 

 

○岩本浩治委員長 以上で前半グループの説

明が終わりましたので、議案等について質疑

を受けたいと思います。 

 質疑は、該当する資料のページ番号、担当

課と事業名を述べてからお願いをします。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のままで説明をしてください。 

 それでは、質疑はございませんか。 

 

○藤川隆夫委員 部長の総括説明の中で、全

数把握の見直しが行われるということで、も

う既に行われております。数日たっていると

いうふうに考えておりますけれども、この中

で、現時点においてトラブル等が起こってな

いのかどうかという点、事務量は担当部署に

関しては恐らく軽減されているので助かって

いると思いますけれども、そういう部分、そ

れとあと、発生した場合の届出を各医療機関

がＨＥＲ－ＳＹＳのほうに入力するというふ

うに今なっておりますけれども、これが全て

の医療機関がそういう形で入力していただけ

れば問題ないと思うんですけれども、逆に言

うと、これを割愛してしまうような医療機関

が出てきた場合に、全数としての把握が、全

体のトレンド、感染者のトレンド自体が分か

らなくなる可能性もあるのかなというふうに

ちょっと危惧している部分があるんですけれ

ども。 

 それと、もう一つは、重症化した場合のフ

ォローアップの体制というのはきちっと整え

られていると思うんですけれども、現時点に

おけるその利用の状況がもし分かっていれば

教えていただければと思います。 

 

○椎場健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 まず、全数把握の見直しにつきまして、26

日からスタートしておりますけれども、トラ

ブルとかがないかということなんですけれど

も、現時点では、我々のほうには大きなトラ

ブルというふうなことは把握しておりません

ので、現時点ではスムーズにいっているのか

なというふうに思っております。 

 それから、医療機関の入力の状況なんです

けれども、こちらにつきましては、基本的

に、まず医療機関に入力していただくという

ことになります。で、ゼロの場合は、基本的

にはもう報告がないという形になりますの

で、こちらにつきましては、今後とも引き続

き、医療機関に入力を徹底していただくよう

に、県のほうからも、県医師会を含め、関係

のところにはしっかり周知をしていきたいと

いうふうに思っております。 

 それから、すみません、今の重症化した場

合、いわゆる容体が急変した場合のフォロー

アップ体制の状況でございます。 

 こちらにつきましては、すみません、現時

点では、昼間につきましては、療養支援セン

ターのほうで相談を受け付けております。こ

の月曜日からスタートしておりますけれど

も、実際に体調悪化による相談という形で相

談を受け付けた方につきましては、月曜日が

１名、それから火曜日が３名、水曜日が２名

ということで、基本的に、やっぱり体調が悪

化して相談があったというようなケースは当

然出てきております。 

 それから、同様に、夜間につきましても、

同様の体制をしいておりまして、夜間につき

ましても、月曜日が４件、それから火曜日が

９件、水曜日が４件という形で、体調が急変

したということで相談に応じているという状

況になっております。 

 療養支援センター自体の相談につきまして

は、このほかにも、健康相談以外にもちょっ
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と様々な相談が寄せられておりますので、相

談の全体につきましては、全体で今、１日当

たり大体100件以内ぐらいのところで今は推

移しているという状況でございます。 

 以上でございます。 

 

○藤川隆夫委員 フォローアップ体制の話は

よく分かりました。この中で入院あるいはそ

の療養施設へという形の方々というのは、結

構いらっしゃったんでしょうか。今の数字の

中でも、そっちにつないだという話はあるん

でしょうか。 

 

○椎場健康危機管理課長 今の時点では、入

院とか医療機関の受診を勧奨したということ

はありますけれども、入院とかにつながった

という状況まではないというふうに思ってお

ります。 

 

○藤川隆夫委員 ありがとうございます。 

 どちらにしろ、感染者が分かった場合の医

療機関の入力、ＨＥＲ－ＳＹＳに入力してい

くんですけれども、１日に１回しか、たしか

できないと思うんですね、遡ってもこれは入

力できないので、一回入れ間違えてしまう

と、それがそのままいってしまう可能性があ

るので、それも含めて、医療機関に対してき

ちっと正確な数字を入力してもらうような形

での働きかけをお願いしたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

○岩本浩治委員長 ほかに質疑ありませんで

しょうか。 

 

○内野幸喜委員 今のちょっと関連で。26日

から全数把握が簡略化ということで、これ

は、医療機関の様々な負担の軽減と、保健所

等も負担があって、それの軽減ということで

こういう形になったんだと思うんですが、た

だ、このフォローアップ体制の整備とか、こ

れからそういった業務も出てきて、これで負

担の軽減にもしつながらなかったらとか、や

っぱりいろいろまた何か出てくるような気が

する、実際今のところはどうですか。期間は

まだ短いですけれども。 

 

○椎場健康危機管理課長 実際のところを申

しますと、先ほど、今現在、実は感染者数そ

のものが少し減少しているという状況もござ

いますので、この全数届けの見直しによる効

果というのを一概に言いづらいところは非常

にありますが、発生届のベースでいくと、大

体８割近くぐらい減ってきております。 

 したがいまして、当然ながら、全体が減る

とその発生届、いわゆる従来保健所が対応し

ていた部分も減ってくるということもござい

ますので、そういった意味で、今若干負担軽

減、そういう今回の全数届けの見直し以外の

負担軽減もちょっと入っているのかなという

ふうに思っておりますが、負担軽減にはつな

がっていくのかなというふうに思っておりま

す。 

 

○内野幸喜委員 分かりました。 

 それと、いいですか。 

 これは13ページ、ちょっと別の質問になる

んですけれども、自宅療養者の支援体制強化

に要する経費の増とありましたけれども、今

陽性者、物すごく減ってきました。８月の物

すごく多かった時期、自宅療養者はたくさん

いらっしゃったんですね。そのときに、地元

の方とかからいろいろ話があったのが、当然

陽性者というのは外出できないわけです。そ

うしたときに食事等が非常にちょっと困る

と。 

 そういった場合は、保健所のほうが出向い

て届け出たりとかするんですけれども、その

ときに提案があったのが、例えば町の社協な

んかがそういったことができないんだろうか
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と。ただ、町とも話しまして、町は誰が陽性

であるとかというのが分からないわけです

ね。実際、分からないことになっているわけ

ですね。そうなると、町として、なかなかで

きないと。ただ、そのときに聞いたのが、阿

蘇地域かどっかでは、市町村と連携して、何

かそういった食材の手配だったり、配達だっ

たりやっているという話を聞いたんです。 

 県は、基本的には、陽性者がどこどこの市

町村で何名出ましたというところまではいっ

てますけれども、個人については発表してな

いんですよね。そうした中で、そういったこ

とが可能なのか。もし、それが可能であれ

ば、今後ないことを望みたいんですけれど

も、仮に第８波とかで、また陽性者が増えた

ときに、やはりその保健所の方々の負担も大

きくなりますから、やっぱりそうした地元自

治体の方々との協力、連携でそういったこと

ができないんだろうかなと、そういうちょっ

と話もありましたので、その点、何か実際に

阿蘇のほうであったのかどうかも含めてお話

聞かせていただければなと思います。 

 

○椎場健康危機管理課長 まず、御質問あり

ました阿蘇地域のお話なんですけれども、阿

蘇地域におきましては、各市町村が連携しま

して、保健所のほうに職員が常駐する形で、

先ほどの生活支援物資のいわゆる支援といい

ますか、その辺りの支援を阿蘇地域の管内で

合意をして、常時１名ずつだったと思います

けれども、市町村職員を派遣して、そこで仕

事をするというような形で、保健所と連携し

て仕事をするというような仕組みをつくられ

ました。 

 このような事例につきましては、山鹿保健

所と山鹿市の間でも、一部、週休日あたりに

そういった取組をさせていただいています。 

 今内野先生がお話がありましたとおり、こ

の生活支援のところに、自宅療養者の支援に

つきましては、市町村としっかり情報共有し

て連携してするというような仕組みが感染症

法上の規定にもございます。 

 我々のほうとしては、今後どういう形で市

町村とこういった場合に連携して取組ができ

るかというのは、これからちょっとしっかり

協議をしていきたいなというふうに思ってお

りますので、引き続き御意見いただきながら

進めていければというふうに思っておりま

す。 

 

○内野幸喜委員 ８月のとにかく感染者が多

かったとき、陽性者が、制度と実態がかけ離

れていたというか、当然、市町村は、県から

は誰がということは報告されていないことに

なっていますけれども、地元のコミュニティ

ーの中ではやっぱり分かるわけです。そうし

たときに、なぜ市町村は困っている方がいら

っしゃるのにそれができないのか、市町村の

ほうももどかしいんですね、その辺。だか

ら、そういったことが、さっきの何か話で、

何かできるような制度があればそういった方

向に、特に陽性者が増えたときには、実態に

応じた形でやっていただく方法を見つけてほ

しいなと思います。 

 

○岩本浩治委員長 よろしゅうございます

か。 

 

○髙木健次委員 ５ページなんですけれど

も、子ども未来課、先ほどちょっと説明で市

町村保育施設の運営費補助、水道関係で子供

が器具に触らないで手洗いができるというこ

とで、コロナ対策以外にも衛生管理上非常に

大事なことかなという感じがしますけれど

も、ただ、保育園数から数えれば、77か所が

整備済みということですけれども、まだまだ

整備しなければならない園が大分あると思う

んですけれども、これは保育園のほうからの

自己申請というか、そういうことから始まっ

てこの整備にかかっているわけですよね。 
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○木村子ども未来課長 子ども未来課でござ

います。 

 今回のこの事業の実施に当たりましては、

保育所等を所管している市町村を通して照会

をかけさせていただいておりまして、全市町

村に照会をしたところ、市町村によっては、

もう既に既存の補助事業で整備をされている

とか、あるいはもっと早くからもう何かの改

修の折に保育園において自主的に整備をされ

ているなどの事例もあって、全ての施設がす

ぐに対応しなければいけないという状況では

なかったというふうに聞いております。 

 今回、市町村を通して照会をしましたとき

に、結果的に77施設のほうからやりたいとい

う声があっての対応ということになっており

ます。 

 以上でございます。 

 

○髙木健次委員 市町村を通して申請があっ

た分を県が取り上げて補助をしているという

ことでしたよね。これは直接でもいいんです

か。直接県のほうに保育園から申請というの

は、どうしても市町村を通してこなければな

らないということですよね。 

 

○木村子ども未来課長 今回の補助事業が、

国、県、市町村で実施するものとなっており

まして、県のスタンスとしましては、市町村

さんが実施をされる場合に県が助成をします

ということですので、やはり市町村を通して

照会をするという形になっております。 

 

○髙木健次委員 77か所整備済みということ

ですから、市町村から上がってくる申請は、

これからもまだ増えてくるというふうな見込

みはいかがですか。 

 

○木村子ども未来課長 実は、この事業につ

きましては、令和３年度にも同様の事業がご

ざいまして、その際、補正で事業の実施につ

いてお願いをさせていただいた経緯がござい

ます。そのときと併せて、また今回の照会と

いう形になっておりまして、また、国のほう

から経済対策があるとか、そういった機会が

あれば、また照会をして進めていきたいとい

うふうに思っております。 

 以上でございます。 

 

○髙木健次委員 じゃあ、まだ継続をすると

いうあれはあるわけですよね、これからも。 

 

○木村子ども未来課長 今回は、国の経済対

策として実施しておりますけれども、もとも

と補助事業として事業がございますので、そ

の中でもやっていっていただけますし、そう

いった形で、ずっと支援のほうは続けていけ

るというふうに思っております。 

 

○髙木健次委員 先ほど申し上げたとおり、

コロナ以外でも衛生面で非常に効力を発揮す

るのかなと思いますので、これについては、

まだ県のほうも、市町村等から上がってきた

場合には速やかにまた事業をやってほしいと

いうふうに思います。 

 

○岩本浩治委員長 ほかに質疑ありませんで

しょうか。 

 

○前田憲秀委員 御説明ありがとうございま

した。 

 また、７波の中、対応、本当にお疲れさま

でございます。 

 ９ページの説明は、井藤課長、これはあり

ましたですかね。 

 

○井藤健康福祉政策課長 いや、９ページの

説明は後半で。 

 

○前田憲秀委員 分かりました。じゃあ、後
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半まとめてします。 

 そしたら、３ページで御説明いただいた

(2)感染症対策に必要な経費ということで、

電話、メール通信、リース料の賃借料、市へ

の補助金という御説明があったと思うんです

が、もう少し詳しく金額も教えていただいて

いいでしょうか。 

 

○椎場健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 今回の、先ほど申しました保健所機能強化

事業につきましてですけれども、先ほどの通

信費の部分でございますけれども、いわゆる

積極的な疫学調査に伴う通信費のところが大

体1,500万余り、それからＳＭＳの一斉送信

サービスに係るものということで、こちらの

ほうは、今回の第７波の感染者の急増に伴い

まして、一斉送信のシステムを導入しており

ます。それに伴いまして、約3,000万ぐらい

のお金がかかっております。 

それから、患者搬送車両の分でございます

けれども、車両搬送のリース期間の延長分、

こちらが660万余り、それから熊本市への補

助金の部分ですけれども、こちらが５億

4,400万余りというふうになっております。 

 こちらのほうにつきましては、先ほど県の

説明の中でありました夜間の電話相談窓口、

それから療養支援センターの機能強化、こう

いったところの予算が、熊本地震の分につき

ましては、この補助金の中で対応をしており

ますので、金額につきましては、こういった

形で、ちょっと大きい数字が出てきていると

いうところでございます。 

 

○前田憲秀委員 分かりました。ありがとう

ございます。 

 もう１点よろしいでしょうか。 

 次の４ページの高齢者福祉対策費なんです

が、従事者への下半期の集中検査に要する経

費、これはもう感染者も増えて注意も必要で

すから、経費が必要になってくるというのは

もう十分理解できるんですけれども、これは

一般財源と国庫が半分半分なんですけれど

も、これは将来的には国庫補助が可能なイメ

ージでいいんですかね。 

 

○下村高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

 この事業は、感染症予防事業費国庫負担金

ということを使って、国２分の１、県２分の

１で今やっている事業ですが、これで見た県

費の部分については、もう一個のコロナ対策

の地方創成交付金の上限額が、この分は上乗

せになるという形で聞いております。そっち

のほうで上乗せになってくると。 

 

○前田憲秀委員 分かりました。 

 以上です。 

 

○岩本浩治委員長 ほかに質疑ありませんで

しょうか。 

 

○山本伸裕委員 14ページの専決処分につい

てお尋ねします。 

 それで、これは、高齢者施設での支援チー

ム派遣に要する経費というようなことで、感

染拡大の今回の第７波で非常に重大だなと思

ったのは、施設内でのクラスター発生ですよ

ね。ところが、入院させることができずに、

その施設内に留め置かれるというようなこと

で、施設の関係職員の方々も患者さんも非常

に大変な負担を強いられたというふうに理解

しているんですけれども、今回のこの専決、

施設に留め置くというようなことを前提とし

ているのではないかというふうに思うんです

けれども、そうではなくて、基本的にやっぱ

り医療機関につなぐというような対応が原則

であるべきだというふうに思うんですけれど

も、それはいかがでしょうか。 

 



第４回 熊本県議会 厚生常任委員会会議記録（令和４年９月29日) 

 - 14 -

○下村高齢者支援課長 確かに、できれば、

陽性になれば病院につなぐというのがあると

思いますけれども、今の現状では、多くの陽

性者が発生しておりますので、実際的に施設

内に留め置かれているのが大半になっていま

す。その現状を踏まえて、施設のやっぱり業

務を継続するためには、こういうチームが要

るということで、派遣の経費を見たもので

す。 

 実際に、施設内でも療養ができるように、

前に医療チームというのをつくって、医療チ

ームを派遣して、まずはそこで診られるよう

な支援体制も取っていますので、そこで診て

いただけるようにもなっているということで

す。 

 

○山本伸裕委員 それぞれの高齢者施設、そ

れぞれに十分な医療提供体制が整っているか

というような問題では、様々格差があると思

うんですよね。だから、原則として施設内に

留め置くというようなことを前提とするので

はなくて、やはり医療機関につなぐことがで

きるような状況であれば入院とか、そちらの

ほうを優先させて対応するというようなこと

が必要ではないですか。 

 

○下村高齢者支援課長 当然、重症者とかそ

ういう方々については、医療機関のほうにつ

なげていただいていますし、必要な分につい

ては、もう医療機関のほうにつなげていただ

いています。 

 

○山本伸裕委員 今回、国が基本的な考え方

というのを出して、全数把握の見直しについ

て、その中でも、基本的な考え方では、施設

に留め置くことが前提になっているんですよ

ね。だけども、やっぱり基本的にはその医療

機関にきちんとつなぐというようなことを前

提にして、もちろん、もう感染が拡大して医

療体制が逼迫して、やむを得ずというような

場合は出てくる可能性はあると思うんですけ

れども、そうならないように、基本的には、

病床確保であるとか、医療体制の拡充である

とか、そうしたところをしっかり――今幸い

にして、だんだん感染拡大が収まってくるよ

うな流れが現われているような部分もあると

思うんですけれども、そうしたときに、しっ

かり医療提供体制の拡充というのを進めてい

って、施設に留め置かなくても大丈夫だとい

うような状況をつくる必要があるんじゃない

かと思うんですけれども。 

 

○沼川健康福祉部長 今ちょっと山本委員か

らの質問ありまして、先ほどちょっと高齢者

支援課長も申し上げたように、最初に、本来

入院できる人は入院させる体制が、今年に入

ってもうあまりに爆発的な感染拡大で、うち

もトリアージ基準、もともと高齢者の人は入

院という流れにしてましたが、症状に合わせ

て、それを入院していただくのか、施設に留

め置くのか。この留め置いた中にも、必ずし

も皆さんが入院させたがいい人なのか、認知

症とかが出て生活環境が変わったことで今度

は別の面でのデメリットが出てくることもあ

りますので、そこを見極めて入院させるべき

人は当然入院していただく。で、留め置く中

で、そこは最初に医療チームが入るなり、特

養とかであれば、嘱託医の先生が診て、そこ

の判断をした上で、入院か留め置くかが実際

決まっている状況です。 

 それと、今回これをやったのは、高齢者の

患者が多くなったということもあるでしょう

し、もう一方で、従事者の方が感染されて今

度は面倒を見る方がいらっしゃらない、それ

で施設内が回らなくなる、それを支援するた

めにこれをつくって、そして感染管理をまず

きっちりやっていただく。この後、長期化す

るようであれば、もともとつくってあった施

設間の連携による職員の派遣で入るというの

があったわけですけれども、それも、この６
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波以降、７波になって、どこそこの施設でク

ラスターが発生して、もうお手伝いができな

い状況になるというのもあって、これをつく

ったわけです。 

 今国の考えも、オミクロンになって確かに

重症化する人もいますが、率的に重症化リス

クが下がってきたのもあって、その人に応じ

た今環境の中で療養をしていただくというふ

うに徐々に変わりつつあるのかなというふう

に私は理解をしております。 

 

○山本伸裕委員 やはり私は、高齢者施設で

のクラスターが発生した場合は、基本的に、

ちゃんと医療機関、医療施設につなぐという

のを原則にすべきだと。もし、認知症である

とか、そういった方への対応が必要であると

いうような場合も当然想定して、そうした医

療提供体制の確保、拡充というのを進めるべ

きじゃないかというふうに思いますので、そ

れは意見として言っておきます。 

 それから、支援チームはどういうふうにし

てつくられるのかというようなこともお尋ね

したいんですけれども。 

 

○下村高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

 民間事業者に委託して、全国から募集をし

ております。今３チームつくっておりまし

て、６名いますが、関東圏、東海圏、あと関

西圏、中国・四国圏、それぞれのところから

来ていただいています。 

 

○山本伸裕委員 今現在、県内で３チーム、

６名ということですか。これでは、対応かな

り厳しいんじゃないですか。 

 

○下村高齢者支援課長 まず、全部に行くわ

けではありませんで、今部長からも話ありま

したように、従業者が感染して、なかなかそ

こで介護ができないというための介護の継続

のために行く話ですので、施設から要請があ

った、やっぱり自分のところで無理よという

ところに行かせていただいています。実際

に、もう８月２日に、これは専決いただいて

いますけれども、８月19日から第１班を派遣

してまして、今までに16施設、延べ56日ぐら

い活動しているところです。 

 

○山本伸裕委員 やはり高齢者は容体急変し

やすいリスクというものがありますので、そ

ういう点では、繰り返しになりますけれど

も、留め置くというのを前提にするのは非常

に問題ではないかというふうに思いますの

で、そこの対応は改めて要望しておきます。 

 それから、もう１点よろしいですか。 

 全数把握見直しに関連してなんですけれど

も、この全数把握見直しの動機は、やはり第

７波の感染爆発で保健所であるとか医療体制

がパンクしてしまった、これを何とかしない

といけないというのが大きな動機だと思うん

ですけれども、医療提供体制、26日にホーム

ページ更新されてて、熱が出た場合はどうし

たらいいかというの分かりやすく出ているの

で、大分分かってきたんですけれども、要す

るに、発熱外来の対応というのはこれまでと

変わらないような状況になるんですかね。 

 

○椎場健康危機管理課長 基本的には、発熱

外来、いわゆる診療検査医療機関、こちらに

まず、症状が出た場合には受診していただく

という考え方は基本的に変わっておりませ

ん。 

 今、あくまでも、今回フォローアップ体制

という形で整備したのは、診療検査医療機関

を受診して、いわゆる陽性となられた方が自

宅療養される際に、症状急変されるといった

ところに相談に応じる体制、さらにはそれか

ら医療機関につなぐ体制、そういったものを

整備したということでございますので、基本

的な体制につきましては、これまでと大きな
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変更はあっておりません。 

 

○山本伸裕委員 やはり発熱外来が非常に大

変な状況になったというのが第７波だと思う

んですけれども、実際に熱が出ても病院受診

できないと、あるいは救急搬送されても受入

れできないというようなことで、もうこの発

熱外来のところでの大変な混乱と大きな医療

機関の負担が第７波の大きな問題だったと思

うんですけれども、全数把握見直しが医療機

関の負担軽減とか保健所の改善とかいうので

あれば、やはりそこのところでの発熱外来の

体制についての支援をどう強めるのかという

ようなところの方策が必要になるんじゃない

でしょうか。 

 

○椎場健康危機管理課長 診療検査医療機関

の拡大につきましては、これまでも機会のあ

るごとにお願いをしてきております。 

今回のいわゆる第７波の感染拡大におきま

しても、知事、熊本市長、それから県の医師

会長、それから県市専門家会議の座長である

馬場座長、４者連名の通知を出すことによっ

て、改めて診療への協力のお願いをしたりと

いったような取組を進めております。 

引き続き、そういった取組を続けさせてい

ただきたいというふうに思っております。 

 

○山本伸裕委員 ただ、例えば、発熱外来に

対する補助が打ち切られるとか、あるいはＰ

ＣＲ検査の診療報酬がカットされるとか、あ

るいは空床確保のための補助金、これも９月

16日、政府が打ち切るというようなことにな

りましたですよね。だから、やっぱり現場で

大変な苦労している医療現場に対する支援が

後退していっているんですよ、拡充するどこ

ろか。これについては、やっぱりしっかり現

場の声を受け止めて、国に対しても意見を言

っていくというようなことを強く求めたいと

思います。要望でいいです。 

 

○岩本浩治委員長 回答できませんでしょ

う、国に対する要望ですので。 

 そういうことでお願いしたいと思います。 

 ほかに質疑はありませんでしょうか。 

 なければ、以上で前半グループの質疑を終

了します。 

 それでは、説明員の入替えを行いますの

で、ここで約５分間休憩いたします。 

 再開は、11時10分からお願いいたします。 

  午前11時２分休憩 

――――――――――――――― 

  午前11時７分開議 

○岩本浩治委員長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 後半グループの健康福祉部３課について、

付託議案の審査を行います。 

 なお、説明は、効率よく進めるために、着

座のまま簡潔に行ってください。 

 また、本日の委員会は、インターネットで

中継しておりますので、発言内容が聞き取り

やすいように、マイクに向かって明瞭に発言

いただきますようお願いします。 

 それでは、議案第１号から説明をお願いし

ます。 

 

○阿南医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 説明資料９ページをお願いします。 

 ９月補正予算では１事業を計上しておりま

して、予防費で３億300万円の増額補正をお

願いしております。 

 事業名は、説明欄のとおり、新型コロナウ

イルス感染症入院医療機関設備整備事業で

す。 

事業内容としましては、入院患者を受け入

れる医療機関の設備整備、コロナ診療に必要

な個人防護具、人工呼吸器等の整備に対する

助成となります。 

 本事業は、当初予算では、新規に50床分の
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増床などを見込み、待ち受けとして、５億

620万円を計上しております。そうした中、

本年度の新規増床の実績としましては、昨日

までに、当初見込みの4.2倍となる211床を確

保できております。 

そのため、後ほど御報告しますが、９月ま

での上半期分の執行に必要な予算を確保する

ために、８月に増額補正の専決処分を行って

おります。 

その上で、今回の９月補正予算では、10月

以降の下半期分の所要額として、今後さらに

20床分増床すると見込みまして計上を行うも

のです。 

 医療政策課は以上となります。御審議のほ

どよろしくお願いします。 

 

○岡健康づくり推進課長 健康づくり推進課

でございます。 

 説明資料の10ページをお願いいたします。 

 公衆衛生総務費で14億400万円余の増額を

お願いしております。 

 右の説明欄を御覧ください。 

 軽症者等療養支援体制整備事業は、新型コ

ロナ感染症の軽症者が宿泊療養を行うために

必要な運営に要する経費でございます。 

当初予算では、７施設、1,000室を12か月

間運営した場合の経費を計上しておりました

が、今般の第６波、第７波の爆発的な感染拡

大に伴い、年度当初から現在の８施設、

1,226室分で運営しております。 

今回、その通年分と合わせまして、県職員

が担っておりましたホテル内の現場管理者の

完全民間委託、次の冬場に備えました体制確

保など、安定した運営のための増額でござい

ます。 

 健康づくり推進課は以上となります。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○樋口薬務衛生課長 薬務衛生課でございま

す。 

 説明資料の11ページをお願いいたします。 

 公衆衛生総務費でございますが、７億

4,614万円余の増額をお願いしております。  

これは、新型コロナウイルス感染症の軽症

者等が宿泊療養を行うために必要な宿泊施設

の借り上げに要する経費でございます。 

 薬務衛生課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

 

○岩本浩治委員長 次に、議案第３号の説明

をお願いします。 

 

○阿南医療政策課長 医療政策課です。 

 説明資料15ページをお願いします。 

 ８月２日に専決処分を行った補正予算では

１事業を計上しており、予防費で21億9,400

万円の増額補正を行ったことを御報告しま

す。 

 事業名は、説明欄のとおり、新型コロナウ

イルス感染症入院医療機関設備整備事業で

す。 

当初予算では、新規に50床分の増床などを

見込み、所要額を計上しておりましたが、本

年度の新規の増床実績としまして、昨日まで

に当初見込みの4.2倍となる211床を確保でき

ました。医療機関の御協力に感謝する次第で

ございます。 

 このため、９月までの上半期分の事業執行

に必要な額が当初予算を上回ったことから、

上半期に事業を実施する69の医療機関への早

期の交付決定が必要となりましたので、増額

補正の専決処分を行わせていただいたもので

す。 

 医療政策課は以上となります。御審議のほ

どよろしくお願いします。 

 

○岩本浩治委員長 次に、報告第９号の説明

をお願いします。 

 

○岡健康づくり推進課長 健康づくり推進課
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でございます。 

 説明資料の28ページをお願いいたします。 

 報告第９号、公益財団法人熊本県総合保健

センターの経営状況について御報告いたしま

す。 

 概要につきましては、次のページ、29ペー

ジで御説明させていただきます。 

 まず、１の財団の概要ですが、熊本県総合

保健センターは、県民の健康の向上を目的に

昭和60年に設立され、平成24年に公益財団法

人に移行しております。 

 続きまして、２の令和３年度事業報告にな

ります。 

主な事業について御説明いたします。 

 (1)の保健事業の推進ですが、職域健診の

特定保健指導では、健診当日に保健指導を行

う体制を整えまして、施設健診数が前年度よ

り約2.79倍に向上いたしました。 

 次に、(2)の精密検査受診率の向上では、

前年度精密検査未受診の理由に、コロナを理

由に挙げるケースが複数見られましたことか

ら、コロナ禍でも精密検査の重要性を伝える

など、勧奨を強化いたしました。 

 (3)の業務の効率化の推進では、産業医を

受託しております41事業場のうち、17事業場

において、令和３年４月から専門機関に業務

移管するとともに、施設健診におきます総合

受付業務につきまして外部委託を行っており

ます。 

 続きまして、令和３年度決算の概要でござ

います。 

 経常収益は22億1,340万円余、経常費用は

20億7,769万円余、当期経常増減額は１億

3,577万円余としております。この増額分

は、施設設備等の整備のための積立金に充て

ることとしており、適正に処理される予定で

ございます。 

 続きまして、令和４年度の事業計画です

が、おおむね令和３年度と同様の事業実施を

予定しており、さらなる受診率の向上、精度

管理の向上に取り組んでいく予定でございま

す。 

 最後に、令和４年度の予算の概要でござい

ます。 

 経常収益は21億2,830万円余、経常費用は

21億9,765万円余で事業を実施することとし

ております。 

 なお、当期経常増減は、マイナス6,928万

円余となっておりますが、これは、新型コロ

ナウイルス感染症拡大の影響が継続すること

を想定し、収入を前年度決算額よりも少なく

見込んでいること、また、前年度よりも新規

採用職員を増やしたこと、退職金引当金の増

など人件費が増加したこと、併せて施設の老

朽化に伴いまして、修繕費を多く見積もった

ことによるものでございます。 

 なお、不足分は、全額、前年度からの繰越

金等で補塡される予定でございます。 

 今後も、予算の執行に当たりましては、よ

り一層効率、効果的な運営を行うとともに、

公益財団法人として適切な運営が行われます

よう指導に努めてまいります。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

○岩本浩治委員長 それでは、報告第10号及

び報告第11号の説明をお願いします。 

 

○樋口薬務衛生課長 薬務衛生課でございま

す。 

 報告議案２件について御説明申し上げま

す。 

 資料の30ページをお願いいたします。 

 まず、報告第10号、公益財団法人熊本県移

植医療推進財団の経営状況を説明する資料の

提出についてですが、これについては、資料

31ページの概要を基に御説明申し上げます。 

 まず、１の財団の概要でございますが、こ

の法人は、アイバンク事業及び移植医療の普

及促進に関する事業を行うことを目的として
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昭和54年３月29日に設立され、平成25年に公

益財団法人に移行しております。 

 次に、２の令和３年度事業報告でございま

す。 

 まず、(1)普及啓発事業は、移植医療に対

する県民の理解と協力が得られるよう普及啓

発を行っております。 

 (2)の摘出あっせん業務では、８名の方か

ら眼球の提供があり、そのうち16眼のあっせ

んを行っております。 

 (3)の組織適合検査、ＨＬＡ検査の費用の

助成では、検査費用の一部補助を行ってお

り、実績として24件ございました。 

 ３の令和３年度決算でございます。 

 (1)の経常収益の決算額は、1,150万円余で

ございます。 

 次に、経常費用でございますが、決算額

は、1,127万円余であります。 

 経常収益から経常費用を差し引いた当期経

常増減額は、23万円余の黒字となっておりま

す。 

 ４の令和４年度事業計画でございますが、

おおむね昨年度と同様ですが、臓器移植コー

ディネーターが当財団に所属することになっ

たことに伴いまして、臓器移植連絡調整者設

置事業を新たに開始しております。 

 最後に、５の令和４年度の予算でございま

すが、昨年度より増額した予算額により事業

を実施する予定としておりまして、経常収益

は2,230万円余、経常費用は2,229万円余とな

っております。 

 続きまして、資料32ページをお願いいたし

ます。 

 報告第11号、公益財団法人熊本県生活衛生

営業指導センターの経営状況を説明する資料

の提出についてですが、これについても、資

料33ページの概要を基に御説明申し上げま

す。 

 １の財団の概要でございますが、この法人

は、理容、美容、旅館などの生活衛生関係営

業の経営の健全化及び振興を通じて、その衛

生水準の維持向上を図ることを目的に昭和58

年３月22日に設立されたもので、平成25年に

公益財団法人に移行しております。 

 次に、２の令和３年度事業報告でございま

す。 

 まず、(1)の生活衛生関係営業指導事業

は、経営相談、融資相談及び苦情相談に対応

するものでございます。 

 (2)の景気動向等調査事業は、県内の70の

生衛業者に対して、景気動向や設備投資の動

向を四半期ごとに調査するものです。 

 (3)の生活衛生営業振興助成事業は、各同

業組合が実施する生衛業の振興のための事業

に助成するものでございます。 

 ３の令和３年度決算でございます。 

 経常収益の決算額は、2,865万円余であり

ます。 

 次に、経常費用でございますが、決算額

は、2,823万円余であります。 

 経常収益から経常費用を差し引いた当期経

常増減額は、41万円余の黒字となっておりま

す。 

 ４の令和４年度事業計画でございますが、

おおむね昨年度と同様の事業の実施を予定し

ております。 

 最後に、５の令和４年度予算でございます

が、経営指導員の給与について、令和４年度

から２か年かけて国庫補助基準額まで増額す

るため、県補助金を増額している影響で、経

常収益は3,092万円余、経常費用は3,092万円

余となっております。 

 説明申し上げましたこの２つの財団の予算

執行に当たりましては、今後とも、より一層

効率的な執行を心がけ、適切な運営が行われ

ますよう指導に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 薬務衛生課は以上でございます。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 
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○岩本浩治委員長 以上で後半グループの説

明が終わりましたので、議案等について質疑

を受けたいと思います。 

 質疑は、該当する資料のページ番号、担当

課と事業名を述べてからお願いします。 

 また、質疑を受けた課は、課名を言って、

着座のままで説明をしてください。 

 それでは、質疑を受けたいと思います。 

 

○前田憲秀委員 御説明ありがとうございま

した。 

 先ほどちょっとお尋ねしかけた９ページと

15ページになるかと思いますけれども、病床

の数は分かったんですが、もう少しこの医療

機関へのどういう対象なのか、詳しく教えて

いただいていいでしょうか。 

 

○阿南医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 ただいま設備整備事業に係る対象設備につ

いてのお尋ねだということで、お答えいたし

ます。 

 多数ございまして、一応国のほうから基準

がございます。この設備ということで特定し

ております。例えば、人工呼吸器、個人防護

具、簡易陰圧装置、簡易ベッド、ＥＣＭＯと

か、あと、超音波画像診断装置とかＣＴ撮影

装置等々、コロナの診療に必要な機器整備に

対して、国が10分の10で助成するというとこ

ろでございます。 

 以上になります。 

 

○前田憲秀委員 もう少し具体的に言うと、

医療機関にコロナ患者が出た場合の病床を特

別に設けてくださいということでいいんです

か。 

 

○阿南医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 対象医療機関がコロナ患者を受け入れると

いうことで、あらかじめ登録していただいた

病院に限ります。で、そういうことで登録し

ていただいたそのための必要な設備が必要で

しょうということであります。そういうこと

ですね。 

 以上になります。 

 

○前田憲秀委員 分かりました。 

 どうしてこういう質問するかというと、先

ほど、前半では介護施設の話があったんです

けれども、医療機関で入院患者さんがコロナ

に感染するということもあると思うんですけ

れども、その症例もありますよね。 

 

○阿南医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 今回の第６波、第７波については、非常に

入院患者といいますか、陽性患者、多うござ

いました。そのため、入院中の方が感染する

場合もございます。そのためには、クラスタ

ーという形になっておりますが、その場合

は、先ほど言ったように、コロナ受入れ医療

機関でなければ対応できない患者さんにつき

ましては、そのコロナの受入れ病院のほうに

転院しております。 

 ただ、そうでない方、自院のほうの治療で

対応できるといった場合は、留め置きという

形で対応していただいております。 

 以上となります。 

 

○前田憲秀委員 留め置きの例なのか、具体

的にお聞きした例で、やはり別な疾患で入院

をされててコロナに感染しましたと。聞け

ば、２人部屋に３人陽性患者を収容して、自

分でトイレにも行けたんだけれども、簡易ト

イレをベッドの横に置いて。で、聞けば、歯

磨きもできなかったという実に劣悪な環境だ

ったような話なんですよ。そこら辺は、もう

各医療機関にお任せするしかないんでしょう

か。 
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○阿南医療政策課長 医療政策課です。 

 基本的には、一応感染拡大防止の対策を取

っていただくということで、保健所のほうか

ら指導助言を行っているというふうに認識し

ております。 

 

○前田憲秀委員 もちろん、この期間ですの

で、お見舞いとかそういうのも一切できませ

んので、携帯電話のやり取りでの話でしかな

いんですが、例えば、そういう患者さんがい

た場合も、先ほどのように、国庫で100％公

費補助ということになるんですよね。そのと

きは、支払基金なり国保連合には、その旨き

ちんと通常どおりレセプトの報告をする、そ

ういう仕組みなんですよね。 

 

○阿南医療政策課長 医療政策課でございま

す。 

 その場合は、公費負担ということになりま

すので、本人さんの負担は、この療養期間中

はないというふうに認識しております。 

 

○前田憲秀委員 分かりました。 

 先ほどの高齢者施設は、もう医療の専門の

方がいらっしゃらないで、もっともそういう

不安というか、心配も分かるんですけれど

も、医療機関であっても、そういう事例を聞

いたんですよね。で、医療機関の従業員の方

も別に補充ができるわけでもないし、大変な

中で特別扱いをする環境がやっぱり生まれて

いるんじゃないかと思うので、そこも、金額

はもう今回60億の補正のうちの３分の１、20

億近くは、もうこういう医療機関の設備補助

ということになっているので、そこもしっか

りやっぱり注視していただきたいなあという

気がいたしました。 

 聞いたお話だけなので、細かくこうでし

た、ああでしたとは言えないんですが、そう

いう事例もあるように聞いております。よろ

しくお願いいたします。 

 

○岩本浩治委員長 よろしゅうございます

か。 

 ほかに質問ありませんでしょうか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○岩本浩治委員長 ほかに質疑がないようで

すので、なければ、以上で後半グループの質

疑を終了いたします。 

 それでは、ただいまから、本委員会に付託

されました議案第１号、第３号、第６号から

第10号までについて、一括して採決したいと

思いますが、御異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○岩本浩治委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

 議案第１号外６件について、原案のとおり

可決または承認することに御異議ありません

か。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○岩本浩治委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外６件は、原案のとおり

可決または承認することに決定いたしまし

た。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りいたします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査をすることを議長に申し出ることと

してよろしいでしょうか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○岩本浩治委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 次に、委員の皆様から、その他で何かあり

ましたら質問をお受けいたしますが、出席職

員を限定しておりますので、この場でお答え

できない内容については、後日回答をさせて

いただきます。 

 それでは、委員から何かありませんか。 

 

○松村秀逸委員 ２件ほどお尋ねいたしま
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す。 

 今現在、オーストラリアのほうでインフル

エンザがはやっているとお聞きしておりま

す、新聞等で。今後、熊本も、日本も、この

冬場にかけて寒くなったらインフルエンザが

増えるんじゃないかというふうな予測をされ

ておりますが、それについて県の見解、そし

て今後インフルエンザの予防のためのワクチ

ン等の準備等についてどういう状況か、お尋

ねします。 

 もう一つは、感染症で、今までにない梅毒

の感染が増えとるという、これも新聞等で報

告されております。特に、若い方で増えてい

るということですので、この点について現在

の状況、熊本の状況、そしてそれについての

対策等が何かあれば返答いただければと思い

ます。 

 以上です。 

 

○椎場健康危機管理課長 健康危機管理課で

ございます。 

 ２点お尋ねがありました。 

 まず、季節性インフルエンザの対策という

ことでございますけれども、今現在、季節性

インフルエンザについては、県のほうで、い

わゆる幾つかの医療機関を県内で指定しまし

て、そこで感染状況の把握をしております。

既に、９月以降でございますけれども、報告

が出ております。今後、これが大きな感染に

つながるのかどうかというのはちょっと分か

りませんけれども、感染数が、過去２年間に

比べますと、恐らく出てきているというふう

に見ております。 

 こちら、インフルエンザの対策につきまし

ては、基本的にワクチンを接種していただく

ということが必要かなというふうに思ってお

ります。 

 国のほうでは、季節性のインフルエンザの

ワクチンにつきましては、今年度は、例年に

比べて多めの量を供給できるというふうなこ

とをお聞きしております。なおかつ、供給の

時期につきましても、通常よりも早い時期に

供給できるというようなことをお聞きしてお

りますので、これから県のほうでもしっかり

啓発はしていきたいというふうに思っている

ところでございます。 

 それから、２点目の梅毒の件でございま

す。 

 これまで、梅毒につきましては、実は、熊

本県につきましては、感染者数が増加をして

おります。なかなかその原因がどういったと

ころかというのは非常に特定しづらいところ

がありますけれども、数字上は感染者数が多

くなっております。こちらにつきましては、

全国的にもやはり多くなっているというふう

な状況がございます。 

 こういった状況を踏まえまして、県のほう

でも検査をしっかりやっていただくというよ

うな周知をするとともに、これからも、今後

引き続き、いわゆる感染予防、正しい知識を

身につけていただくということと感染予防策

の啓発をしっかりしていきたいと思っており

ますので、県のホームページ、あるいは毎週

報道機関に提供しております感染症の情報、

そういったものを活用しながら、啓発強化を

していきたいというふうに思っております。 

 

○松村秀逸委員 ありがとうございました。 

 梅毒については、できるだけやっぱり周知

していただいて、感染防止をしていかない

と、特に若い方が多いと聞いておりますの

で、やはり非常に大事なことかと思いますの

で、よろしくお願いします。 

 それと、インフルエンザについては、今、

やっぱり熊本も増えてる可能性があるという

ことでございますけれども、実際、これがま

た流行しますと、このコロナとの見分けが非

常に難しいのかなと、症状が似ているという

ことで。そこら辺の対策も、今後ひとつよろ

しくお願いしておきます。 
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○岩本浩治委員長 副委員長、何かありまし

たら。 

 

○南部隼平副委員長 すみません、私から１

点ちょっとお尋ねをさせていただければと思

いますけれども、先日の本会議で、松村委員

が一般質問をされた日常生活支援事業の充実

についてのお話がありました。 

 この件、令和４年度予算については、一定

の増額をいただいたということで非常によか

ったなというふうに思うんですけれども、ま

た、８月に管内視察をしまして、そのときに

お聞きした話で、増額後の今年度予算におい

ても補助金の水準というのが全国45位という

ことで、政令指定都市のある県においては、

九州の中で最も低いという、まだ現状がある

ということで、現場の市町村社協の運営が大

変厳しいということをお聞きしまして、もう

一段、補助の増額という要望があったという

ところがあったんですけれども、今回、松村

委員の質問に対するお答えとしては、補助金

の増額の効果を見極めた上で増額について検

討していくということであったと思うんです

けれども、現状、非常に厳しいという状況な

ので、できれば、その補助金の水準を全国の

真ん中ぐらい、もしくは少なくとも政令市熊

本市と同じぐらいのレベルまで上げた上で検

討ということ、そういったこともできないか

なと思いまして、その点について御意見をい

ただければと思います。 

 

○柴田長寿社会局長 長寿社会局でございま

す。 

 ただいまの質問につきまして、議場で部長

が答弁したとおり、副委員長がおっしゃられ

たとおり、今年度の成果を見ながら、事業評

価等も、効果等も把握しつつ、今後の対応に

ついて検討していくという方向なのですが、

お話にございました順位のお話でございます

が、これはいろいろな捉え方がございまし

て、県社協さんがお示しになられた調査につ

いては、全国の社協さんのほうで取られた調

査でございまして、その捉える基準等がばら

ばらな部分も一つあったというふうに考えて

おります。 

 また、当方でもいろいろな県の助成の水準

がどれくらいかとかいうのを考えるときに

は、例えば、住民１人当たりに対してどうな

のかとか、そういうふうないろんな指標の中

から、あと、実績、そういったものを捉えな

がら、実際どれくらいなのか、何よりも、そ

れからどれくらい使われて、効果がどれだけ

出ているのかというのが一番なんですけれど

も、そういった住民１人当たりとか、そうい

うふうな指標で捉えますと、必ずしも最下位

ではなく、中位ぐらいだというようなデータ

もございまして、そういうふうな状況でござ

いますから、実際、今回1.5倍になります

5,700万まで予算措置させていただきました

ので、この金額、去年までの実績よりも多い

金額を措置させていただいております。 

 ですから、それぞれの地域で、これを原資

でお使いいただきまして、その中でまだ足り

ない、もしくはこれからこういう方向でやり

たい、そういった意見が出てくると思います

ので、そういったものはしっかりと聴きなが

ら、社協さんとも連携しながら今後の取組に

生かしてまいりたいというふうに思っており

ます。 

 まずは、現場でどのように使われて、効果

が出ているのか、そちらのほうを横並びの基

準が、こう言うと失礼かもしれませんけれど

も、なかなか一概に比べられないようなもの

ではないかと思っておりますので、受ける側

の、する側のそういった効果等をお聴きしな

がら、その上で、必要性をしっかりと検討し

てまいりたいというふうに思っているところ

でございます。 
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○南部隼平副委員長 ありがとうございま

す。 

 もちろん、一番は、もう現場サイドのいろ

んな御意見とかそういったのを聴取していた

だいて、その上で、またそういったこともお

願いできればと思いますので、全国で何位と

かそういったところは、正直、私も、もちろ

んその順位が低いということはどうかなと思

うところもありますけれども、やっぱり現場

に即したそういった支援というのが必要かと

思いますので、そこは連携をしていきなが

ら、また御検討いただければと思います。 

 以上です。 

 

○岩本浩治委員長 ほかにありませんでしょ

うか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり) 

○岩本浩治委員長 なければ、以上で本日の

議題は終了いたしました。 

 最後に、要望書等が５件提出されておりま

すので、参考としてお手元に写しを配付して

おります。 

 それでは、これをもちまして第４回厚生常

任委員会を閉会いたします。 

  午前11時38分閉会 
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